









万人分、水道水は 96 万人分で、流域人口 21.4 万人に比べて、多くを流域外の人々に与えている。現















































3対 1に対して水利権比が 7対 1で、左岸側の水
不足は深刻であった。1967 年大日川ダム（有効
貯水量 2,390 万㎥）の完成などにより、取水量が
代掻き期 70.0㎥ /s、灌漑期 43.0㎥ /s で、分水比
が3対1になった。1954年から用水路の全面改修、
さらに、洪水調節、上工水、発電目的の手取川ダ
ム（有効貯水量 1.9 億㎥）が建設され、1979 年



























まで貯留する。既報（早瀬 , 2016a, 25-28； 















図 2　手取川ダムの建設前の 1977 年の流況













おける月 1回の観測値（石川県企業局 , 1986-
2004）より検討する。この間の平均値は、濁度
16、全窒素 0.29mg/ Ｌ、全リン 0.03mg/ Ｌ、
T-N/T-P の重量比は 34で、清流の状態にある。
夏期の濁度が 300 位になる現象は、1983 年、
1986年、1993年、1997年に起こり、特に濁度の
高い 1983 年を含む 1982 ～ 1984 年の水質を図 6























図 6　1982 ～ 1984 年の牛首大橋地点の水質
図 7　ダム湖のT-N/T-P とクロロフィル a の関係 図 8　2013 年洪水の手取川ダム湖の状況
－ 40 －







には、ダム湖内の濁度を b 図、全リンを c 図、
無機態窒素をd 図、クロロフィル a を e 図に、
それぞれの月毎の垂直分布の推移変化を示す。同
図から水深 20m付近で濁度、全リン濃度が高い










































は、同年 6月 10 日、 8 月 10 日に採水したが、8












月 20日～ 9月 30日までは 30㎥ /s、代掻き期は

























～ 20mが砂礫層である。2009 年 3 月、田面下
1mに長さ 26mの暗渠管を埋設して鉛直浸透水
を採水し、田面下 32cm, 90cm, 144cmにポーラ
スカップを埋設して土壌水を吸引できるように
し、4月 20日から観測を始めた。2010年 4月 20
日までの全窒素T-Nの推移を図 -13 に示す。基
肥（30kg/10a, N, P, Kの重量%：10, 25,16）、穂
肥 （20kg/10a, N,P, Kの重量%：15, 5, 10）の施
肥など、農作業と日付は同図中に記入した。田植
えの 5月 21 日から穂肥投入前の 7月 22 日まで
T-Nは、田面下 32cm地点で 2.20 → 0.43mg/Ｌ、
90cm 地点で 1.10 → 0.42mg/L、144cm 地点で
0.30 → 0.12mg/ Ｌの間で推移し、黒丸印の暗渠
























の降水重みの平均濃度は、NO3-N 0.29mg/ Ｌ , 
NH4-N 0.28mg/Ｌである。暗渠水の採水 24回の















































における 2003 年～ 2011 年まで、無機態窒素の
月間降水濃度と月間降水負荷量を整理（早瀬・瀧





















































0.24mg/ Ｌが 0.02mg/ Ｌ以下になり、扇端部の
0.4mg/Ｌが 0.03mg/Ｌ以下である。リン酸態リ
ン値についても事業前と事業後の比較をすると、













いた。2008 年頃、元入れのT-N/T-P は、58 で
あるが、図 16,17 の下図のように用排水路を流下
するにつれて窒素、リンの濃度が増え、扇頂部で











図 16　1977 年及び 2008,2009 年の用排水路の
全窒素平均値










1903 年宮竹用水 9.7㎥ /s、七ケ用水 57.2㎥ /s で
あったが、白山堰堤で両用水の合口、大日川ダム
計画などで、1962 年宮竹用水 14.5㎥ /s、七ケ用
水 41.1㎥ /s に変更になった。これによって、左
岸地区の用水量が増え、地下水湧出量が増えたた
め、図 18に示すように、トミヨは、1970年頃に



























































企業局 , 2010, 22）は、南は加賀市、北は能登島
まで、約 96万人分である。2010年の平均取水量




尾市 , 1976-2010）は、2008年度が 8,829万㎥で、
図 22　手取川流域の自然資源量の試算結果
（石川県統計書等の資料をもとに著者作成）





































積量値を図 24に示す。1980 ～ 2000 年の間の年
















効果ガスインベントリオフィス , 2009,  4-25）に




2000 年農業センサス（農林水産省 , 2000）か
ら扇状地の農用地 6,606ha の地目ごとの面積に、
1ha当たりの土壌炭素蓄積量（温室効果ガスイン




農用地のCO2 量 174 万 ton を、扇状地米の受益
者 46.8 万人に呼気排出量を掛けた値 15 万 ton-








究所 , 2010, 486）による炭素排出量は 11g-CO2/
kwh であるので、石油火力発電（中央研究所 , 






部の用水路では全窒素が 1.4mg/ Ｌから 0.5mg/
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Improvement of water environment and functional evaluation
of natural resource in the Tedori River Basin
by agricultural and rural development project 
Abstract
Improvement of water environment by agricultural and rural development project and rural 
community sewerage improvement project promoted. At the central part and the end part of the 
Tedori alluvial fan, water close to the water quality of source part can be obtained. For this reason, 
good-tasting rice production is possible by nitrogen suppression cultivation. The beneﬁts of natural 
resources in Tedori river basin are rice for 470,000 people and tap water for 960,000 people. 
Compared to 214,000 people in the basin, it supplies a lot of people's living necessities. The amount 
of carbon absorbed by forest areas in the Tedori river basin corresponds to an expired volume of 
about 500,000 people per year, which is 2.3 times the river basin population.
Keywords: Tedori river basin / Water quality/ Agricultural and rural development project / 
Natural resource /Absorbed carbon in forest
